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２０１５．３ 人口と世帯　２７年２月２８日現在

総人口 １,０１５人　　
　　男 ５０７人　　
　　女 ５０８人　　
世帯数 ４１８世帯

１６７

３月号の主な内容

　２月６日（金）に、根羽村高齢者福祉施設 ねばねの里

「なごみ」関連施設竣工式が行われました。当日は、多

くのご来賓をはじめ、村内外の関係者の皆さまにお越

しいただき、盛大に行うことができ、３月１日（日）か

らは無事に運営を開始することができました。たくさ

んの方々に施設の竣工・開所に携わっていただきまし

て厚く御礼申し上げます。ありがとうございました。



平成２７年３月３１日 （２）広 報 ね ば 第 １６７ 号

一般会計  14億2,300万円の予算規模一般会計  14億2,300万円の予算規模一般会計  14億2,300万円の予算規模一般会計  14億2,300万円の予算規模一般会計  14億2,300万円の予算規模
平成27年度予算平成27年度予算平成27年度予算

前年対比 21.16％減

依存財源1,083,798千円（76.16%） 自主財源339,202千円（23.84%）

ゴルフ場利用税交付金
2,300千円

県支出金
144,007千円
県支出金
144,007千円

村債
137,300千円

村債
137,300千円

歳入
1,423,000千円

地方交付税
730,000千円

地方譲与税 18,901千円
地方消費税交付金 11,000千円
自動車取得税交付金 3,000千円
地方特例交付金 1,000千円
利子割交付金 400千円
配当割交付金 100千円
株式等譲渡所得割交付金 50千円
交通安全対策特別交付金 1千円

地方譲与税 15,001千円
地方消費税交付金 13,000千円
自動車取得税交付金 1,600千円
利子割交付金 150千円
地方特例交付金 100千円
配当割交付金 150千円
株式等譲渡所得割交付金 170千円
交通安全対策特別交付金 1千円

村税

89,004千円

財産収入
23,346千円

諸収入
38,297千円

使用料・手数料
20,076千円

繰越金
10,000千円

寄付金
3,700千円

分担金及び負担金
1,998千円

繰入金
152,781千円

軽自動車税
2,701千円

たばこ税
1,200千円

村民税
35,202
千円

固 定
資産税
49,901
千円

国庫支出金
40,019千円
国庫支出金
40,019千円

　

村
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
一
般
会
計

予
算
他
六
特
別
会
計
予
算
が
去
る
三
月

十
八
日
、
村
議
会
定
例
会
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
予
算
で
は
、
高
齢
者
福
祉

施
設
ね
ば
ね
の
里
な
ご
み
の
建
設
と
大

杉
公
園
整
備
の
完
了
に
よ
り
、
大
幅
な

予
算
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
が
、
村
で

は
引
き
続
き
産
業
振
興
に
つ
な
げ
る
林

業
基
盤
整
備
の
継
続
を
は
じ
め
、
住
民

福
祉
、
子
育
て
支
援
の
予
算
確
保
に
加

え
、
防
災
行
政
無
線
の
デ
ジ
タ
ル
化
設

計
、防
火
水
槽
の
新
設
、月
瀬
の
大
杉
再

生
事
業
等
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

要
望
の
多
い
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
の

一
年
間
延
長
、
保
育
料
な
ど
福
祉
関
係

事
業
の
住
民
負
担
の
軽
減
を
図
る
制
度

の
創
設
な
ど
も
計
画
さ
れ
る
中
、
前
年

度
と
比
較
し
て
二
一
・
二
％
減
の
総
額

一
四
億
二
千
三
百
万
円
と
な
り
ま
し

た
。

　

例
年
、
歳
入
の
半
分
近
く
を
占
め
る

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
、
国
で
は
平
成

二
十
六
年
度
と
比
較
し
て
〇
・
八
％
減

ず
る
と
し
て
い
ま
す
。
当
村
に
お
い
て

は
、
平
成
二
六
年
度
の
普
通
交
付
税
額

と
比
べ
約
二
六
％
減
の
七
億
円
と
見
積

も
っ
た
予
算
編
成
と
し
て
い
ま
す
。

村
独
自
の
収
入
で
あ
る
自
主
財
源
は
三

億
三
千
九
百
万
円
余
（
二
三
・
八
％
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
将
来
負
担
の
軽
減
を
図
る

た
め
、
地
方
債
の
繰
上
償
還
の
財
源
と

し
て
基
金
か
ら
の
繰
入
金
を
予
算
化
し

た
た
め
で
、公
共
施
設
整
備
基
金
か
ら

の
繰
入
金
を
予
算
化
し
た
昨
年
と
ほ
ぼ

同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。村
税
に
つ
い

て
は
、平
成
二
十
六
年
度
の
実
績
見
込

等
か
ら
固
定
資
産
税
を
中
心
に
三
百
五

十
万
円
増
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
依
存
財
源
は
地
方
交
付
税
を
除

き
三
億
五
千
三
百
七
十
万
円
余
で
、国

県
支
出
金
が
一
億
八
千
四
百
円
余（
一

二
・
九
％
）、村
債
に
つ
い
て
は
、大
型
事

業
が
完
了
し
た
た
め
、前
年
比
七
三
％

減
の
一
億
三
千
七
百
三
十
万
円（
九
・
六

五
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

目
的
別
に
見
ま
す
と
、昨
年
の
雪
害

に
よ
り
被
害
を
受
け
た
森
林
の
復
旧
に

要
す
る
経
費
等
を
含
む
農
林
水
産
業
費

が
二
億
六
千
二
百
五
十
万
円
余（
一

八
・
五
％
）次
い
で
、公
債
費（
定
期
償
還

分
）が
二
億
三
千
四
百
七
十
万
円
余

（
一
六
・
五
％
）、総
務
費
二
億
一
百
十

万
円
余（
一
四
・
一
％
）以
下
、民
生
費
、

公
債
費（
繰
上
償
還
分
）衛
生
費
、教
育

費
、商
工
費
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
性
質
別
を
見
ま
す
と
、施
設
の

建
設
・
整
備
、林
道
開
設
等
に
充
て
る
普

通
建
設
事
業
費
が
二
億
八
千
二
百
五

十
万
円
余（
一
九
・
九
％
）、人
件
費
が
二

億
四
千
一
百
万
円
余（
一
六
・
九
％
）、

次
い
で
公
債
費
、補
助
費
な
ど
と
な
っ

て
い
ま
す
。

※（　

）は
歳
入
・
歳
出
全
体
に
お
け
る

構
成
比

　

歳歳　
　

出出

　

歳歳　
　

入入



平成２７年３月３１日（３） 広 報 ね ば 第 １６７ 号

平 成２７年 度 の 主 な 事 業 内 容
事 業 の 概 要実 施 事 業区　分

行政、消防団で使用する移動系無線のデジタル化に着手し、２７年度では実施設計を
計画します。

（新）防災行政無線デジタル化事業

総務費
昨年から住宅新築、宅地取得等に対する補助も制度化、予算も増額し若者定住対策
の充実を図ります。

（拡）若者定住促進対策事業

第２子以降の保育料の一層の軽減、希望保育受入時間の延長など、更なる子育て支
援の充実を図ります。

（拡）子育て支援関係事業
民生費

村内巡回バス（お出かけ号）の無料運行を開始します。お出かけ号運行事業

各種健診・予防接種等健康増進事業を引き続き実施します。住民健診・予防接種事業衛生費

堆肥センターダンプトラック更新、家畜医診療所の継続など、畜産農家の皆さんの
安心を図ります。

畜産対策事業農業費

昨年２月の雪害により被害を受けた森林の復旧に着手します。（新）環境林整備事業
林業費

林道の舗装事業を計画的に進め、林道の安全確保を図ります。（新）林道舗装事業
村内各所への案内看板設置、茶臼山キャンプ場のバンガロー新設等を実施します。観光施設整備事業商工費

壊れた舗装の補修や側溝の改修、オーバーレイを行います。また、除雪費用も増額
し村道の安全確保を図ります。

（拡）村道維持補修事業
土木費

住宅のリフォーム補助として平成２４年度から３年間実施しましたが、継続の要望が
多くあるため１年間延長して実施します。

地域活性化等緊急助成事業

田島地区と初入地区に４０弱級の防火水槽を新設し、消防水利確保を図ります。消防施設整備事業消防費
子供達の心身の健全な発達を願い「夢を持つこと、夢に向かって努力することの大
切さ」を伝えるためプロスポーツ選手経験者を講師にお迎えします。

（新）「夢教室」開催事業
教育費

専門家の調査・診断結果をもとに、樹勢の回復措置や根の保護を含めた整備を行い
ます。

（拡）「月瀬の大杉」再生事業

目 的 別 性 質 別（単位：千円） （単位：千円）

扶助費
50,455
3.55％

積立金他　8,814　0.61％

繰出金　105,617　7.42％

物件費　169,640　11.92％

補助費　189,132　13.29％

人件費　241,051　16.94％

普通建設事業費
282,591　19.86％

議会費他　29,424　2.06％
土木費
55,368
3.89％
消防費
55,603
3.91％

商工費
62,451
4.39％

教育費　91,418　6.42％
衛生費　114,060　8.02％

総務費　201,110　14.13％

農林水産業費
262,589　18.45％

公債費　375,700　26.41％

民生費　175,277　12.32％

公債費　375,700　26.41％

各 会 計 別 予 算 の 比 較　（単位：千円）　

伸　率（％）比　　　較２６年 度 予 算 額２７年度予算 額区　　　　　分

−２１.２−３８２,０００１,８０５,０００１,４２３,０００一　般　会　計

−１.２−１,１５８９９,２９６９８,１３８国 民 健 康 保 険 会 計
特　

別　

会　

計

１０５.４２７,６１９２６,１９６５３,８１５簡 易 水 道 会 計

０.２１１１６８,１１７６８,２２８下 水 道 会 計

１３.８１９,９９６１４５,１２７１６５,１２３介 護 保 険 会 計

５５.０８,６４０１５,７００２４,３４０根 羽 村 営 バ ス 会 計

−３.７−６５７１７,９７５１７,３１８後 期 高 齢 者 医 療 会 計

１４.６５４,５５１３７２,４１１４２６,９６２合　　　　計

−１５.０−３２７,４４９２,１７７,４１１１,８４９,９６２総　　　合　　　計

（新）…新規
（拡）…拡充



平成２７年３月３１日 （４）広 報 ね ば 第 １６７ 号

調
査
報
告

　

月
瀬
の
大
杉
は
、
昨
年
二
月
に

雪
害
に
よ
り
多
く
の
枝
が
折
れ
る

被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
村
で
は
、

信
州
大
学
・
樹
木
医
と
相
談
し
て

健
全
度
に
つ
い
て
調
査
を
依
頼
し

ま
し
た
。

　

十
月
に
行
わ
れ
た
現
場
作
業
時

に
は
、
小
・
中
学
生
を
は
じ
め
村

民
を
対
象
と
し
て
調
査
状
況
の
説

明
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
村
民
の

皆
さ
ん
へ
も
紹
介
し
な
が
ら
調
査

を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
調
査
結
果
が
今
回
ま
と
ま

り
、
三
月
六
日
に
し
ゃ
く
な
げ
で

調
査
内
容
・
結
果
・
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
、
報
告
会
と
し
て
説
明

し
ま
し
た
。

信
州
大
学（
農
学
部
森
林
科
学
科
）

城　

田　

助　

教

枝
部
分
の 
腐
朽 
状
況

ふ
き
ゅ
う

　

キ
リ
の
よ
う
な
細
い
ド
リ
ル
を

枝
に
差
し
込
み
、
そ
の
時
に
発
生

す
る
抵
抗
状
況
か
ら
内
部
状
況
を

調
査
。

　

一
五
ｍ
以
上
の
高
い
箇
所
の
枝

に
は
腐
朽
が
み
ら
れ
な
い
。
し
か

し
、
一
三
ｍ
付
近
の
枝
に
は
、
根

本
か
ら
一
～
二
ｍ
付
近
に
腐
朽
が

見
ら
れ
、
今
後
も
枝
折
れ
の
心
配

が
あ
る
。

レジスト調査の様子

▲

　　　　　　　▼

　

木
の
高
・
中
・
低
と
高
さ
の
違

う
三
箇
所
か
ら
葉
を
採
取
し
、
内

部
の
水
分
状
況
、
形
状
を
調
査
。

　

木
の
頂
上
部
で
は
、
乾
燥
が
起

き
や
す
く
、
水
も
吸
い
上
げ
に
く

く
な
っ
て
い
る
が
、
水
不
足
に
適

応
し
た
葉
に
す
る
こ
と
で
、
年
間

約
四
・
五
尺
の
伸
張
量
を
維
持
し

て
い
る
。

　

た
だ
し
、
昼
間
蒸
発
に
よ
っ
て

失
っ
た
水
分
が
、
朝
に
な
っ
て
も

回
復
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
他
の

調
査
結
果
か
ら
判
断
す
る
と
、
根

に
問
題
の
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら

れ
る
。

　

落
下
し
た
枝
か
ら
サ
ン
プ
ル
を

採
取
し
、
年
輪
の
成
長
状
況
を
調

査
。

直
径
一
六
尺　

年
輪
数
一
四
六

直
径
一
九
尺　

年
輪
数
二
〇
五

直
径
三
二
尺　

年
輪
数
三
六
六

直
径
三
二
尺　

年
輪
数
三
四
三

　

樹
齢
一
八
〇
〇
年
と
し
て
は
、

年
輪
数
が
少
な
い
が
、
こ
れ
は
枝

の
乗
り
換
え
等
の
現
象
か
ら
、
若

い
枝
が
落
下
し
て
い
る
と
予
測
。

年
輪
の
幅
と
過
去
一
二
〇
年
間
の

飯
田
市
六
月
平
均
気
温
が
連
動
し

て
お
り
、
も
し
幹
の
部
分
か
ら
年

樹
木
医富　

岡　

課　

長　

（
文
吾
林
造
園
㈱
）

　

ド
ク
タ
ー
ウ
ッ
ズ
と
い
う
機
械

で
、
内
部
に
音
波
を
な
が
し
、
音

波
の
流
れ
方
か
ら
空
洞
・
腐
朽
の

状
況
を
調
査
。

　

根
本
付
近
か
ら
五
ｍ
付
近
ま
で

は
、
大
き
な
腐
朽
は
見
ら
れ
な
い

が
、
二
股
に
別
れ
道
路
側
に
出
て

い
る
幹
で
は
一
四
％
程
の
、
一
〇

ｍ
付
近
で
二
二
％
、
二
〇
ｍ
付
近

で
は
四
〇
％
の
腐
朽
が
見
ら
れ
た
。

▲

腐
朽
の
状
況

※
ピ
ン
ク
色
の
部
分
が

　

腐
朽
し
て
い
る

　

土
壌
に
ど
の
く
ら
い
の
時
間
で

水
が
ど
れ
だ
け
し
み
こ
む
か
を
調

査
。

　

金
属
製
の
杭
を
一
定
の
高
さ
か

ら
落
と
し
、
ど
れ
だ
け
刺
さ
る
か

で
、
土
壌
の
硬
さ
を
調
査
。

　

三
箇
所
で
行
っ
た
透
水
調
査
で

は
、
一
定
の
時
間
で
水
が
し
み
こ

ん
で
無
く
な
り
、
そ
の
結
果
は
良

好
と
判
断
さ
れ
る
。

　

土
壌
の
硬
さ
に
つ
い
て
も
良
好

と
判
断
さ
れ
る
。

　

周
辺
三
箇
所
、
根
本
四
箇
所
を

実
際
に
掘
っ
て
調
査
。

　

周
辺
三
箇
所
で
は
山
砂
の
堆
積

の
下
に
黒
土
が
見
ら
れ
た
。
根
に

つ
い
て
は
傷
ん
だ
も
の
も
見
ら
れ

る
。

　

根
元
で
は
、
東
側
に
深
さ
二
ｍ

程
の
穴
が
あ
り
、
そ
れ
を
隠
す
よ

う
周
辺
が
埋
め
ら
れ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
深
植
え
状
態
と
な
っ
て

い
る
の
で
改
善
が
必
要
と
思
わ
れ

る
。

輪
の
デ
ー
タ
を
採
取
で
き
れ
ば
、

過
去
一
〇
〇
〇
年
程
度
の
気
候
状

況
が
分
か
る
可
能
性
が
あ
る
。

枝
先
の
水
分
特
性
等

年
輪
解
析
（
安
江
准
教
授
）

幹
部
分
の
腐
朽

土
壌
調
査

根
系
調
査
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ク
レ
ー
ン
・
高
所
作
業
車
を
使

用
し
、
目
視
で
調
査
。

　

枯
死
枝
等
が
見
ら
れ
、
そ
こ
か

ら
腐
朽
が
進
ん
で
い
る
と
思
わ
れ

る
。
枯
死
枝
の
処
理
な
ど
が
必
要

と
思
わ
れ
る
。

　

根
本
部
分
に
腐
朽
が
な
い
こ
と

か
ら
、
大
杉
そ
の
も
の
が
、
倒
れ

る
心
配
は
少
な
い
。
し
か
し
、
枯

死
し
た
枝
か
ら
始
ま
っ
た
腐
朽
が
、

幹
内
部
へ
進
入
し
て
い
る
こ
と
か

ら
、
剪
定
等
の
適
切
な
処
理
が
必

要
と
思
わ
れ
る
。
土
壌
か
ら
は
水

分
補
給
に
関
す
る
問
題
は
発
見
で

き
な
い
が
、
結
果
で
は
水
分
の
補

充
に
問
題
が
見
受
け
ら
れ
る
た
め
、

今
後
も
調
査
が
必
要
と
思
わ
れ
る
。

　

調
査
結
果
を
も
と
に
、
村
で
は

次
の
よ
う
な
対
応
策
を
考
え
て
い

ま
す
。

○
土
壌
改
良

　

土
壌
に
問
題
は
無
い
も
の
の
、

樹
冠
に
お
け
る
水
不
足
な
ど
の
解

消
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
追
肥
・
根

の
発
育
促
進
の
作
業
を
実
施
。

○
枯
死
枝
等
剪
定

　

枯
死
し
た
枝
を
放
置
す
る
と
、

幹
内
部
が
腐
朽
す
る
可
能
性
が
高

い
こ
と
か
ら
、
枯
死
枝
等
を
剪
定

な
ど
適
切
な
処
理
を
行
う
。

○
ロ
ー
プ
支
柱

　

下
部
の
枝
に
は
腐
朽
が
発
見
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
枝
の
落
下

防
止
と
見
学
者
等
の
安
全
確
保
を

目
的
と
し
て
ロ
ー
プ
に
よ
っ
て
支

え
る
処
理
を
行
う
。

○
保
護
柵
設
置

　

根
本
周
辺
の
盛
土
に
よ
り
、
深

植
え
状
態
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
本
来
の
土
地
形
状
に
戻
し
、

保
護
柵
を
現
状
よ
り
大
き
く
す
る

こ
と
で
、
根
本
周
辺
の
保
護
を
し

な
が
ら
見
学
者
の
安
全
確
保
を
図

る
た
め
の
作
業
を
行
う
。

　

以
上
が
健
全
度
調
査
結
果
と
対

策
で
す
が
、
こ
の
他
に
も
、
特
徴

的
な
事
例
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

○
枝
の
乗
り
換
え
・
若
返
り

　

杉
の
枝
は
上
方
向
に
伸
び
、
枝

分
れ
し
た
枝
よ
り
、始
め
に
生
え
た

枝
が
生
長
す
る
性
質
が
あ
り
ま
す
。

　

大
杉
で
は
最
初
に
生
え
た
枝
が

上
方
向
に
伸
び
よ
う
と
し
て
も
、

別
の
枝
に
邪
魔
さ
れ
伸
び
る
こ
と

が
出
来
な
く
な
り
、
枝
分
か
れ
し

た
枝
が
最
初
に
枝
に
代
わ
っ
て
成

長
す
る
と
い
う「
枝
の
乗
り
換
え
」

と
い
う
現
象
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
折
れ
た
枝
先
で
萌
芽
し

た
も
の
が
、
新
し
い
枝
と
し
て
成

長
し
だ
す
、「
枝
の
若
返
り
」
と
い

う
現
象
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

○
幹
へ
の
な
り
す
ま
し

　

大
杉
の
頂
上
部
で
は
、
枝
が
太

く
幹
の
よ
う
に
真
っ
直
ぐ
上
に
伸

び
、
そ
こ
か
ら
枝
が
生
え
て
い
ま

す
。
そ
の
様
子
は
ま
る
で
枝
が
幹

に
な
っ
た
よ
う
に
見
え
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
枝
か
ら
幹
へ
の
「
な
り

す
ま
し
」
と
い
う
現
象
も
見
つ
か

り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
現
象
は
、
自
然
界
の

若
い
杉
に
は
見
ら
れ
な
い
稀
な
現

象
と
の
こ
と
で
す
。
今
回
の
調
査

に
よ
り
、
月
瀬
の
大
杉
は
樹
齢
一

八
〇
〇
年
余
の
巨
木
と
い
う
だ
け

で
は
な
く
、
学
術
的
に
も
非
常
に

貴
重
な
資
源
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

対
策
事
業
の
実
施
な
ど
で
、
月

瀬
の
大
杉
が
さ
ら
に
成
長
し
、
後

世
へ
と
受
け
継
が
れ
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵庵
　

燃
え
や
す
い
物
の
そ
ば
で
た
き

火
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う

　

風
の
強
い
日
は
た
き
火
は
や
め

ま
し
ょ
う

　

た
き
火
が
終
わ
っ
た
ら
水
を
か

け
て
確
実
に
消
し
ま
し
ょ
う

　

た
き
火
を
す
る
と
き
は
バ
ケ
ツ

に
水
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う

　

「
火
災
と
紛
ら
わ
し
い
煙
又
は
火

災
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
」

を
行
う
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
お

近
く
の
消
防
署
へ
届
出
を
し
て
く

だ
さ
い
。

★
平
谷
分
署
★

　

〇
二
六
五
―
四
八
―
二
〇
一
一

ただいま、
たき火火災ゼロ運動中
です。（４/３０まで）

外
観
調
査

ま　

と　

め

対
策
に
つ
い
て
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三
月
定
例
会

　

二
十
七
年
度
一
般
会
計
予
算
等

三
十
九
議
案
に
つ
い
て
審
議

議会だより
一

般

質

問

条　

　

例

　

三
月
六
日
・
九
日
・
十
八
日
の
三
日
間
に
わ
た
り
、

三
月
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
に
つ
い
て
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

◆
石
原
明
治
議
員

質
問　

ネ
バ
ー
ラ
ン
ド
の
誘
客
と

観
光
客
の
滞
在
時
間
の
長
期
化
を

図
る
た
め
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
整

備
事
業
を
実
施
し
た
が
、
そ
の
事

業
成
果
に
つ
い
て
。

回
答　

昨
年
、
は
じ
め
て
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
行
い
、ネ
バ
ー

ラ
ン
ド
へ
の
集
客
を
新
た
に
図
る

た
め
、
近
隣
の
皆
さ
ん
へ
の
根
羽

村
の
Ｐ
Ｒ
、
ま
た
、
国
道
を
通
過

す
る
車
輌
の
皆
さ
ん
へ
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
目
的
に
実
施
。
地
元
の
新
聞

社
や
さ
ま
ざ
ま
な
雑
誌
な
ど
に
よ

り
大
き
な
宣
伝
効
果
が
あ
り
、
村

内
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多
く
の

皆
さ
ん
に
現
地
に
訪
れ
て
頂
け
た

と
思
う
。
今
後
、
更
に
集
客
の
拡

大
を
図
る
た
め
今
年
度
は
五
月
初

旬
か
ら
昨
年
と
同
様
に
十
一
月
初

旬
ま
で
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
点

灯
を
計
画
し
て
い
る
。
ま
た
、
さ

ま
ざ
ま
な
企
業
や
団
体
、
個
人
の

皆
さ
ん
に
出
店
頂
く
予
定
も
し
て

い
る
。
多
く
の
お
客
さ
ん
に
来
て

頂
い
て
売
上
を
伸
ば
す
事
を
目
的

に
実
施
し
、
そ
し
て
根
羽
村
が
魅

力
的
に
光
り
輝
い
て
多
く
の
皆
さ

ん
に
来
て
頂
け
る
施
設
に
な
る
よ

う
努
力
し
て
い
く
。

◆
根
羽
村
行
政
手
続
き
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
議
会
の
議
員
の
議
員
報

酬
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◆
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

人
事
院
勧
告
に
基
づ
い
て
、
期

末
手
当
率
等
の
改
定
が
さ
れ
ま
し

た
。

◆
根
羽
村
保
育
の
必
要
性
の
認
定

基
準
に
関
す
る
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

根
羽
村
福
祉
セ
ン
タ
ー
し
ゃ
く

な
げ
で
事
業
を
し
て
い
た
デ
ィ
サ
ー

ビ
ス
及
び
短
期
入
所
事
業
が
根
羽

村
高
齢
者
福
祉
施
設
ね
ば
ね
の
里

「
な
ご
み
」へ
移
管
さ
れ
た
事
に

伴
い
改
正
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
福
祉
医
療
費
給
付
金
支

給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例

　

県
の
要
綱
等
改
正
に
伴
い
条
例

況
狂
況
狂
況
狂
況
狂
況

◆
石
原
賢
藏
議
員

質
問　

村
で
は
、
道
徳
の
教
育
に

つ
い
て
ど
の
様
な
取
組
を
行
っ
て

い
る
か
。
ま
た
、
週
に
ど
の
位
の

時
間
授
業
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

回
答　

道
徳
教
育
は
小
・
中
学
校

週
一
時
間
、
年
間
三
十
五
時
間
の

授
業
を
行
っ
て
い
る
。
内
容
は
人

間
と
し
て
の
あ
り
方
や
生
き
方
の

基
礎
と
な
る
道
徳
的
価
値
に
つ
い

て
学
び
、
そ
れ
を
自
己
の
生
き
方

に
結
び
つ
け
な
が
ら
自
覚
を
深
め

道
徳
的
実
践
力
を
育
成
す
る
こ
と

を
目
標
に
し
て
お
り
、
次
の
四
つ

の
視
点
か
ら
捉
え
各
学
年
の
実
態

に
応
じ
て
指
導
し
て
い
る
。

①
自
分
自
身
に
関
す
る
事
。

②
他
人
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
事
。

③
自
然
や
崇
高
な
者
と
の
関
わ
り

に
関
す
る
事
。

④
集
団
や
社
会
と
の
関
わ
り
に
関

す
る
事
。

質
問　

村
で
も
地
域
お
こ
し
協
力

隊
の
導
入
が
必
要
だ
と
思
う
。
若

者
達
の
力
を
借
り
て
根
羽
村
に
合
っ

た
農
林
業
を
受
け
継
ぐ
事
が
大
切

だ
と
思
う
が
。

回
答　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
は
今

ま
で
も
検
討
し
て
き
た
が
、
導
入

し
て
い
な
い
。
し
か
し
、
様
々
な

農
林
業
を
取
り
巻
く
状
況
が
大
き

く
変
化
し
て
お
り
、
特
に
村
で
の

農
林
業
の
緊
急
課
題
で
あ
る
遊
休

農
地
の
活
用
、
酪
農
家
の
後
継
者

育
成
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。
こ

の
二
つ
の
部
門
の
遊
休
農
地
、
酪

農
対
策
に
つ
い
て
、
今
回
、
目
的

を
明
確
に
し
た
上
で
全
国
か
ら
地

域
お
こ
し
協
力
隊
で
熱
意
あ
る
人

に
村
に
入
っ
て
頂
く
よ
う
募
集
を

行
い
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制

度
を
導
入
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

◆
原　

光
史
議
員

質
問　

こ
の
定
例
会
の
挨
拶
の
中

で
再
出
馬
を
表
明
し
、
新
た
な
公

約
を
五
つ
掲
げ
村
行
政
に
望
む
決

意
を
聞
き
ま
し
た
が
、
具
体
的
に

ど
の
様
な
施
策
を
考
え
て
い
る
か
。

ま
た
、
四
年
前
と
の
違
い
に
つ
い

て
。

回
答　

村
づ
く
り
の
基
本
ス
タ
ン

ス
と
し
て
三
つ
の
循
環
と
流
域
連

携
を
重
要
な
取
組
と
さ
せ
て
頂
き

た
い
と
思
う
。
一
つ
は
雇
用
の
循

環
。
村
内
で
働
く
場
所
や
、
働
く

機
会
を
作
り
出
し
て
行
く
事
。
二

つ
目
は
、
経
済
の
循
環
。
地
元
の

中
で
お
金
を
回
す
仕
組
み
の
構
築

を
し
て
い
く
事
。
三
つ
目
は
、サ
ー

ビ
ス
の
循
環
。
い
ろ
い
ろ
な
サ
ー

ビ
ス
が
あ
る
が
、
福
祉
や
医
療
、

教
育
等
の
村
で
生
き
て
い
く
た
め

の
最
小
限
の
部
分
を
整
え
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
三
つ

の
循
環
を
村
の
中
で
組
合
せ
、
流

域
に
向
け
て
私
達
の
村
づ
く
り
を

発
信
し
、
様
々
な
面
で
ご
支
援
頂

き
な
が
ら
連
携
し
て
い
く
地
域
づ

く
り
を
考
え
て
い
る
。
こ
の
三
つ

の
循
環
と
流
域
連
携
の
大
き
な
ス

タ
ン
ス
で
村
づ
く
り
の
五
つ
の
目

標
を
掲
げ
さ
せ
て
頂
い
て
、
引
き

続
き
そ
の
内
容
の
充
実
を
図
る
四

年
間
に
出
来
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

況
狂
況
狂
況
狂
況
狂
況
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補

正

予

算

意

見

書

◆
高
速
料
金
割
引
を
求
め
る
意
見
書

請
願
・
陳
情

◆
手
話
言
語
法
制
定
を
求
め
る
意

見
書
の
提
出
を
求
め
る
請
願
書

―
採
択
―

そ

の

他

◆
飯
田
市
と
の
間
に
お
い
て
締
結

し
た
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
の

一
部
を
改
正
す
る
協
定
の
締
結

　

平
成
二
十
一
年
に
締
結
し
た
定

住
自
立
圏
形
成
協
定
に
対
し
て
、

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
機
器
の
一
部

共
同
利
用
に
関
す
る
事
項
が
追
加

さ
れ
ま
し
た
。

◆
戸
籍
に
係
る
電
子
情
報
処
理
組

織
の
事
務
の
委
託
に
つ
い
て

　

戸
籍
情
報
シ
ス
テ
ム
の
機
器
設

置
に
伴
い
事
務
の
委
託
に
関
す
る

規
約
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

◆
損
害
賠
償
額
の
専
決
処
分
承
認

　

一
件
の
損
害
賠
償
額
の
承
認
が

さ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理

者
に
つ
い
て

　

し
ゃ
く
な
げ
外
十
三
施
設
の
指

定
管
理
者
の
選
定
が
さ
れ
ま
し
た
。

◆
下
伊
那
郡
土
木
技
術
セ
ン
タ
ー

組
合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

組
合
が
処
理
す
る
こ
と
と
な
っ

た
土
木
関
係
事
務
の
規
約
の
改
正

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

◆
村
道
路
線
の
認
定

　

大
杉
公
園
建
設
工
事
に
伴
い
整

備
さ
れ
た
道
が
、
新
規
に
西
―
一

〇
〇
号
線
（
延
長
百
二
十
九
・
六

ｍ
）
、
新
井
か
ら
梨
の
平
ま
で
新

規
に
南
―
三
十
一
号
線
（
延
長
四

百
九
十
ｍ
）
と
し
て
二
路
線
が
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
国
民
健
康
保
険
高
額
医

療
費
資
金
貸
付
基
金
条
例
を
廃

止
す
る
条
例

　

国
保
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
高

額
療
養
費
の
自
己
負
担
が
不
要
と

な
っ
た
た
め
貸
付
条
例
が
廃
止
さ

れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
介
護
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
地
域
主
権
一
括
法
に
伴
う
条
例

の
制
定

　

地
域
主
権
一
括
法
に
伴
う
条
例

の
制
定
が
二
件
、
一
部
改
正
が
三

件
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
整

備
等
に
関
す
る
条
例

　

国
の
法
律
等
の
改
正
に
伴
い
条

例
の
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
根
羽
村
議
会
の
議
員
の
報
酬
の

特
例
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

◆
根
羽
村
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
者
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

二
十
六
年
に
引
き
続
き
二
十
七

年
度
も
給
与
の
十
三
％
を
減
額
す

る
条
例
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

況
狂
況
狂
況
狂
況
狂
況

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

　

減
債
基
金
積
立
等
に
よ
り
、
三

億
四
千
九
百
四
十
九
万
四
千
円
を

追
加
し
、
総
額
二
十
三
億
四
千
百

五
十
七
万
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）

　

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
等

に
よ
り
、
二
百
五
十
四
万
円
を
追

加
し
、
総
額
一
億
三
百
九
十
八
万

六
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
簡
易

水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　

水
道
施
設
の
修
繕
費
の
不
要
等

に
よ
り
、
百
三
十
五
万
九
千
円
を

減
額
し
、
総
額
二
千
五
百
七
十
二

万
千
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
下
水

道
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
三

号
）

　

維
持
管
理
費
等
の
減
額
に
よ
り
、

四
十
五
万
三
千
円
を
減
額
し
、
総

額
六
千
八
百
六
十
二
万
二
千
円
余

と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）

　

介
護
保
険
シ
ス
テ
ム
改
修
等
に

よ
り
、
四
十
万
円
を
追
加
し
、
総

額
一
億
六
千
二
百
九
十
五
万
二
千

円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
営
バ

ス
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

　

臨
時
運
行
経
費
等
に
よ
り
五
万

円
を
追
加
し
、
総
額
千
五
百
七
十

五
万
円
余
と
な
り
ま
し
た
。

◆
平
成
二
十
六
年
度
根
羽
村
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
一
号
）

　

基
盤
安
定
負
担
金
の
決
定
に
よ

り
、
二
万
三
千
円
を
追
加
し
、
総

額
千
七
百
九
十
八
万
八
千
円
余
と

な
り
ま
し
た
。

当

初

予

算

◆
平
成
二
十
七
年
度
根
羽
村
一

般
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
七
年
度
根
羽
村
国

民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
七
年
度
根
羽
村
簡

易
水
道
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
七
年
度
根
羽
村
下

水
道
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
七
年
度
根
羽
村
介

護
保
険
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
七
年
度
根
羽
村
営
バ

ス
特
別
会
計
予
算

◆
平
成
二
十
七
年
度
根
羽
村
後

期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予

算

　

全
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。（
詳
細
に
つ
い
て
は
二
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。）

庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵
庵

日　

時

(
)

　

四
月
二
十
六
日 

日 　

　
　
　
　

十
時
十
五
分
～
十
六
時

場　

所　

駒
ヶ
根
青
年
海
外
協
力
隊

　
　
　
　
　

訓
練
所

対　

象　

高
校
生
以
上

定　

員　

一
〇
〇
名

（
事
前
申
込
・
先
着
順
）

参
加
費　

五
〇
〇
円
（
昼
食
代
）

申
込
締
切　

四
月
九
日
（
木
）

　

申
込
は
メ
ー
ル
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
郵

送
・
電
話
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根

（

:

担
当  
秋
好 
）
ま
で
お
問
い
合

あ
き
よ
し

わ
せ
く
だ
さ
い
。

電　

話　

０
２
６
５−

８
２−

６
１
５
１

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
６
５−

８
２−

５
３
３
６

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

jica
k
jv
-jo
cv
@
jica
.g
o
.j

　
    
 
  
   
  
 
    
  
 
  p  

郵
送
先

　

〒
３
９
９−

４
１
１
７

　

駒
ヶ
根
市
赤
穂
十
五
番
地

ＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪＪ
ＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩＩ
ＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣＣ
ＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡＡ
駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒駒
ヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶヶ

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
駒
ヶ
根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根根

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体
験験験験験験験験験験験験験験験験験験験験
入入入入入入入入入入入入入入入入入入入入

一
日
体
験
入
隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊隊

しししししししししししししししししししし
まままままままままままままままままままま
せせせせせせせせせせせせせせせせせせせせ
んんんんんんんんんんんんんんんんんんんん

し
ま
せ
ん
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか
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小
・
中
学
校
教
職
員
の
方
々
が

年
度
末
の
人
事
異
動
に
よ
り
、
次

の
と
お
り
転
出
入
さ
れ
ま
し
た
。

根
羽
小
学
校

【
転
出
五
名
】

○
三
澤　

憲
寿　

校
長
先
生

　

退
職
・
再
任
用　

鼎
中
学
校
へ

○
原　
　

良
子　

先
生

　

退　

職

○
藤
木　

正
嗣　

先
生

　
　

飯
田
市
立
千
代
小
学
校
へ

○
山
口　

陽
子　

先
生

　

諏
訪
市
立
湖
南
小
学
校
へ

○
須
田
英
里
香　

先
生

　

下
諏
訪
町
立
下
諏
訪
中
学
校
へ

【
転
入
五
名
】

○
小
林　

高
志　

校
長
先
生

　

原
村
立
原
小
学
校
よ
り

○
古
澤　
　

健　

先
生

　

駒
ヶ
根
市
立
赤
穂
小
学
校
よ
り

○
髙
橋　

有
希　

先
生

　

富
里
市
立
富
里
南
小
学
校
よ
り

○
佐
川　

尚
吾　

先
生

　

飯
田
市
立
浜
井
場
小
学
校
よ
り

○
伊
藤　

勇
真　

先
生　

　

新　

任根
羽
中
学
校

【
転
出
六
名
】

○
飯
嶋　

正
成　

校
長
先
生

　

安
曇
野
市
教
育
委
員
会
へ

○
伊
藤　

吉
浩　

先
生

　

泰
阜
村
立
泰
阜
中
学
校
へ

○
小
松
原　

拓　

先
生

　

飯
田
市
立
高
陵
中
学
校
へ

○
井
澤　

進
一　

先
生

　

佐
久
市
立
御
代
田
南
小
学
校
へ

○
吉
村　

一
輝　

先
生

　

下
諏
訪
町
立

　
　
　
　

下
諏
訪
社
中
学
校
へ

○
下
井　

敦
志　

先
生（
非
常
勤
）

　

退　

職

【
転
入
六
名
】

○
湯
澤　

弘
典　

校
長
先
生

　

豊
丘
村
立
豊
丘
北
小
学
校
よ
り

○
松
原　
　

浩　

先
生

　

阿
智
村
立
阿
智
中
学
校
よ
り

○
原　
　

勇
二　

先
生

　

飯
田
市
立
竜
東
中
学
校
よ
り

○
栁
澤　

知
奈　

先
生

　

須
坂
市
立
常
盤
中
学
校
よ
り

○
百
谷　

知
紗　

先
生

　

伊
那
市
立
東
部
中
学
校
よ
り

○
宮
島　

純
子　

先
生
（
非
常
勤
）

　

泰
阜
中
・
大
鹿
中　

兼
務

人　

の　

動　

き

役
場
職
員
の
異
動

　

役
場
職
員
の
人
事
異
動
が
次
の

と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
規
採
用

　

振
興
課

　
　

後
藤
夏
樹
（
飯
田
市
出
身
）

平
成
二
十
七
年
度

根
羽
村
消
防
団
の

役
員
が
変
わ
り
ま
す

　

平
成
二
十
七
年
度
の
消
防
団
の

役
員
は
次
の
と
お
り
と
な
り
ま
し

た
。
今
後
と
も
消
防
団
活
動
に
対

し
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、
火

災
予
防
に
も
努
め
て
頂
き
ま
す
よ

う
、
お
願
い
致
し
ま
す
。

団　
　

長　
　

稲
垣　

勝
義

副

団

長　
　

鈴
木　

伸
弥

本

部

長　
　

松
下　

直
樹

喇

叭

長　
　

石
原　

孝
浩

旗　
　

手　
　

永
井　

大
幸

第
一
分
団

　

分
団
長　
　

片
桐　

吉
隆

　

副
分
団
長　

石
原　

幸
伸

　

〃　
　
　
　

山
﨑　

純
次

　

〃　
　
　
　

三
浦　

祥
平

第
二
分
団

　

分
団
長　
　

片
桐　

雅
浩

　

副
分
団
長　

佐
伯　

伸
治

　

〃　
　
　
　

石
原　
　

淳

　

消
費
税
率
引
き
上
げ
に
伴
い
、

住
宅
取
得
の
負
担
を
緩
和
す
る
た

め
取
得
者
に
最
大
三
十
万
円
の
現

金
を
給
付
す
る
支
援
措
置
「
す
ま

い
給
付
金
」
が
、
国
土
交
通
省
に

よ
り
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

★
申
請
方
法

　

す
ま
い
給
付
事
務
局
に
申
請

★
申
請
期
間

　

引
き
渡
し
か
ら
一
年
以
内

★
給
付
対
象

　

ロ
ー
ン
を
組
ま
れ
た
方
も
、
現

金
で
購
入
さ
れ
た
方
も
対
象
と
な

り
ま
す
。

　

中
古
住
宅
（
個
人
間
売
買
を
除

く
）
も
対
象
で
す
。

　

住
宅
ロ
ー
ン
減
税
と
併
用
で
き

ま
す
。（
住
宅
ロ
ー
ン
減
税
は「
す

ま
い
給
付
金
」
と
は
別
の
手
続
き

が
必
要
で
す
）

　

給
付
額
は
収
入
に
応
じ
て
最
大

三
十
万
円
受
け
取
れ
ま
す
。

●
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル

　

〇
五
七
〇
―
〇
六
四
―
一
八
六

（
通
話
料
が
か
か
り
ま
す
）

:

　

受
付
時
間 

九
時
～
十
七
時

　

※
土
・
日
・
祝
含
む

●
す
ま
い
給
付
金
事
務
局

　

http://sum
ai-kyufu.j
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申
請
に
は
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
対
象
と
な
る
か
ど
う
か
等
、

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
ま
で
お
気
軽
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご
存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存存
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知
ででででででででででででででででででででで
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
かかかかかかかかかかかかかかかかかかかかか

ご
存
知
で
す
か
？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？？

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「
すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすす
ままままままままままままままままままままま
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給給
付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付付
金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金金

「
す
ま
い
給
付
金
」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

　

根
羽
小
学
校
五
、
六
年
生
が
総

合
的
な
学
習
の
時
間
で
取
り
組
ん

で
き
た
研
究
「
木
の
性
質
を
生
か

し
て
曲
げ
わ
っ
ぱ
を
作
ろ
う
」
が

Ｓ
Ｂ
Ｃ
学
校
科
学
大
賞
優
秀
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
賞
は
、
長
野
県
の
学
校
科

学
教
育
奨
励
基
金
を
受
け
て
研
究

し
て
い
る
児
童
・
生
徒
の
中
か
ら
、

特
に
優
れ
た
成
果
を
あ
げ
た
グ
ル
ー

プ
に
授
与
さ
れ
る
賞
で
、
本
年
度

の
入
賞
は
全
県
で
四
校
で
し
た
。

Ｓ
Ｂ
Ｃ
学
校
科
学
大
賞

優
秀
賞
を
受
賞 

～
根
羽
小
学
校
～


